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クラブスローガン╱“思いやる心で”̶ 私たちは奉仕する

▲森会長の年頭挨拶

▲おめでとう年男

▲後藤第1副会長の
　開宴挨拶

▲新年のおめでたい雰囲気を盛り上げてくれたボーカル・エルのコーラスとアトラクションの二胡の演奏 ▲宴を締めくくる村林第2副会長

▲おめでたい鏡開き ▲会員記念撮影
▲力強く乾杯の音頭を
　とるL.勧山

▲後藤第1副会長より古稀の
　祝いを受ける森会長

　1月8日㈭沼津リバーサイドホテルにおいて新年例会が開催されました。いよいよ4月に迫った認証55周年記念
式典に向けての森会長の力強い年頭挨拶を受けて、会員一同、記念式典および記念事業の成功のためにいっそうの
奮闘努力を誓い合った新年例会となりました。

11月 第 例会 新年例会

L.勧山　弘　1919年8月24日生

L.田澤　穆　1943年1月20日生

L.河村忠彦　1955年9月26日生

L.塩崎享一　1955年12月7日生

L.榊原　晃　1967年8月22日生

L.森　幹生　1945年7月14日生

年　　男

古稀

未
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MJF献金者MJF献金者　1月22日㈭沼津リバーサイドホテルにおいて行われた1月第2例会では、会
計L.河村忠彦による上期決算報告および監査委員L.乾精治による監査報告が
行われ、上期決算が無事承認されました。また、前年度クラブ優秀賞パッチが前
三役ならびに前年度会員委員長L.市川洋一に伝達された他、本年度MJF献金
者に記念品が贈呈されました。その他、認証55周年記念式典（案）が審議され
承認されました。さらに報告事項として1ZC L.竹村喜次による第54版
（2014～2015）ライオンズ必携変更内容についての説明も行われました。

22第 例会 2014～2015上期決算報告・監査報告

▲上期決算報告をする
　会計L.河村

▲55周年記念式典に
　ついて説明する
　実行委員長L.後藤

▲ライオンズ必携について説明する
　1ZC L.竹村

ライオンズ育成▶
グループ研修会
修了証を掲げる
L.柏木

担当委員会に
よるローア
▼

▲講演する杉山様

▲前三役を代表してクラブ会長の
　会員満足度向上バナーパッチを
　受けるL.大川

▲会員増強プログラム達成
　アワードパッチを受ける
　前会員委員長L.市川

▲上期決算報告を承認された三役によるローア。
　前半戦お疲れさまでした

▲L.乾による監査報告

▲例会冒頭、尊い献眼をしていただい
　たL.細沼信二のご母堂と山本誠様
　（真楽寺檀家）に対して黙祷を捧げま
　した。

▲MJF献金者によるローア

月

　2月5日㈭沼津リバーサイドホテルで行われた2月第1例会は
PR情報委員会の担当で行われ、講師として静岡新聞社東部総局
副部長 杉山武博様をお招きして「沼津を取り巻く環境とPR戦略
について」と題して、ご講演いただきました。氏は、沼津港の賑わ
いぶりは凄いが、一方で人口減少の目立つ沼津市の状況と問題
点を長泉町との比較などで指摘され、PRは相手に理解される言
葉、方法を良く吟味し、話題性の付与など戦略的に行うことの重
要性を説かれました。また、例会上、新会員5名のスポンサーをつ
とめたL.柏木雅博に対して会員キー賞の贈呈ならびにライオン
ズ育成グループ研修会の修了証が授与されました。

11第 例会 PR情報委員会担当例会月

L.横山　　業 （13回）

L.服部　行眞 （10回）

L.足立　吉松 （8回）

L.大古田一郎 （8回）

L.竹村　喜次 （6回）

L.赤堀　肇紀 （3回）

L.乾　　精治 （3回）

L.小池　禮二 （3回）

L.森　　幹生 （3回）

L.後藤　行宏 （2回）

L.野田金次郎 （2回）
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　2月19日㈭沼津リバーサイドホテルにおいて開催された2月第2
例会は会員委員会の担当で、講師に沼津警察署長 森田幸光様をお
招きして「平成26年中の沼津署管内の治安概要」と題して講演して
いただきました。
　平成26年中の沼津警察署管内の犯罪発生状況（刑法犯）は前年と

比較して認知件数が大幅に減少し、
ピーク時の平成14年と比べると3分の
1に減少。交通事故は人身事故件数・負
傷者数ともに前年より大幅に減少したが、死者数は9名（前年比＋2名）で、内、高齢者
の死亡が4名を占めたとのことです。
　その他、最近、問題となっている危険ドラッグや、振り込め詐欺についても興味深い
お話をしていただきましたが、講演を通して安全で安心できる犯罪の起きにくい社会

　　　　　　　　　　　　  づくりについての強い決意が感じられ、一市民として心強く感じた講演でした。

22第 例会 会員（GMT・GLT）委員会担当例会

▲講演する森田沼津警察署長

▲講師の紹介と趣旨説明をする
　担当委員長のL.土屋達郎

▲指名会において次期役員候補者を
　発表する土屋指名委員長

▲指名を受けて挨拶する
　2015～2016年度会長予定者
　L.後藤行宏▲講演する大川教授

月

　3月5日㈭YCE委員会の担当で3月第1例会が催されました。
例会に先立ち2015～2016年度役員候補指名会が行われ、指
名委員長L.土屋達郎より次年度クラブ役員候補が発表され慎重
審議の末、次期クラブ役員が承認されました。例会では日本大学
国際関係学部国際総合政策科教授の大川英明様をお迎えして
「留学のすすめ」と題して、自身の留学体験を踏まえて留学の効
用についてご講演いただきました。また、元会長・故 小林雄一郎
様令夫人清子様より沼津ライオンズクラブに対して多額の寄付
金をいただき、これを拝受したことが報告されました。

11第 例会 YCE委員会担当例会月

会長 L.後藤　行宏

前会長 L.森　　幹生

第1副会長 L.村林　照夫

第2副会長 L.大川　祐輝

幹事 L.柏木　雅博

会計 L.杉山　由博

ライオン・テーマ L.北村清一郎

テール・ツイスター L.塩崎　享一

会員理事 L.前田　利定

2年理事 L.市川　洋一

2年理事 L.服部厳一郎

1年理事 L.野田金次郎

1年理事 L.名取　正純

監査委員 L.竹村　喜次

監査委員 L.小原　嘉弘

2015～2016年度  クラブ役員
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高円宮賜杯 第35回全日本学童 
兼 第37回スポーツ少年団交流大会

「童話の花束」を沼津市に贈呈

　3月19日㈭沼津リバーサイドホテルにおいてテールツイスター担当の3月第2例会が開催され、沼津市消防本部
予防課予防主幹兼予防調査掛長 大河公典様をお招きして、「身近な災害―火災」と題して、ご講演いただきました。
沼津市では平成26年中に69件の火災が発生し、その内訳は①建物火災36件（52％）②その他の火災30件
（40％）③車輌火災3件（4％）で5.3日に1件の割合で火災が発生している勘定となり、出火原因の第1位は放火
（14件）とのこと。全国的に見て、住宅火災件数の割合は減っているものの、高齢者（65歳以上）の死者の割合は増
加しており、火災による死者の7割が65歳以上の高齢者だそうです。（高齢者を）火災から守るには①早く知る（住宅

用火災警報器の設置義務化）②早く消す（消火器などによる初期
消火…但し、天井に火が廻ったら消火器での消火は困難で、その

場合はすみやかに逃
げる）③火を拡大させ
ない（防炎品の採用）
ことが重要だが、いず
れにせよ、日頃の準備
と心構えが肝腎であ
ると改めて認識させ
られた講演でした。

　3月13日㈮森会長、小原幹事、土井青少年指導委員
長が沼津市教育長室を訪れ、沼津市教育長工藤達朗様
に「童話の花束」400冊を贈呈しました。
　これはJX日鉱日石エネルギー㈱が主催する「心のふ
れあい」をテーマとした童話コンクールの優秀作品を掲
載した絵本童話集で、こどもたちの豊かな心と読書習慣
を育てるために当クラブが実施する事業であり、本年が
5回目。なお、本書の贈呈にあたっては、毎年、会員のL.
土屋英治にご尽力いただいています。

　開会式において、認証55周年記念事業の一環と
して、沼津ライオンズクラブが支援する沼津野球連
盟学童部の14チームに対して青少年健全育成のた
めの支援として、軟式野球ボールを各チームに2
ダースずつ（計28ダース）贈呈いたしました。

22第 例会 テールツイスター担当例会

▲森会長より工藤教育長へ贈呈

▲童話の花束

▲講演する大川氏 ▲担当委員会によるローア

▲開会式（選手宣誓） ▲選手代表にボールを贈る森会長

月

「童話の花束」を沼津市に贈呈 高円宮賜杯 第35回全日本学童 
兼 第37回スポーツ少年団交流大会

3月1日㈰
５月２日㈯

（沼津市営球場）

開会式

優　勝 沢田少年野球団
準優勝 愛鷹ホークス

閉会式

きみのり
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沼津ライオンズクラブ認証55周年記念事業

盛大に挙行

　平成２７年１月２１日午後２時から、友愛ホーム(沼津市)において、勧
山弘先生の卓話が行われました。約１時間にわたるお話しを、入居者の
みなさんをはじめ介護支援専門員の方々が熱心に聞き入っておりまし
た。トイレに立つ方も寝入る方もおらず、先生の
一言一言に身を乗り出して、瞳をこらしてうなづ
くしぐさが大変印象的でした。みなさんの生き
生きした笑顔を拝見して、私も大いに元気付け
られました。　（報告者　L.竹村喜次）　

▲講演前に談笑するみなさん
　中央：NPO法人友愛ホーム 佐藤由美子代表
　中央右：沼津LC元会員 建築家稲田喜一氏　
　向かって右：勧山　弘講師(沼津LC終身会員)
　　　　　　　　　　　　　　　　

▲ノベール賞創設の経緯や第１回平和賞を受賞した
　赤十字創設者アンリ・デュナンのお話しを通して、「もてる力を人の
　ために使う」献眼（アイバンク）の尊さを話されました。

　4月11日㈯沼津リバーサイドホテルにおいて、沼津ライオンズクラブ認証55周年記念事業の掉尾を飾る記念式
典が、多数の御来賓、姉妹クラブである倉敷ライオンズクラブの会員・家族などをお迎えして盛大に挙行されました。
この日のために森会長、後藤行宏認証55周年実行委員長を中心に、会員一同力を合わせ、入念な準備をしてきた甲
斐あって、沼津ライオンズクラブ会員のおもてなしの心に溢れた式典となり、すべての来会者に伝統ある沼津ライオ
ンズクラブの輝かしい足跡を理解していただけたものと思います。また祝宴においては華やいだ雰囲気の中、たい
へんな盛り上がりをみせ、親しく交流の実をあげることができました。
　この55周年記念式典の成功は、次なる60周年に向けての貴重な第一歩となるものであり沼津ライオンズクラブ
の輝かしい未来に向かって会員一同、奉仕の精神をもって団結し、邁進していこうではありませんか。

●沼津ライオンズクラブ献眼運動 50周年記念式典（記念講演・記念コンサート）　2014.6.1 実施
●アイバンク運動推進街頭献眼登録 PR・受付活動　2014.10.4 実施
●沼津 LC・沼津野球連盟学童部協働奉仕活動（沼津御用邸記念公園裏海岸清掃）　2014.12.7 実施
●静岡県立沼津視覚特別支援学校へ iPadAir 4 セット贈呈　2015.2.19 実施
●静岡県アイバンクへ寄付（金 10万円）　2015.2.27 実施
●沼津野球連盟学童部 14チームへ軟式野球ボール（28ダース）贈呈　2015.3.1 実施

沼津ライオンズクラブ

L.勧山　弘　友愛ホームを慰問　講話する

―持てるもの  人のために―
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▲来賓祝辞 沼津市長 栗原裕康様
▲地区ガバナー祝辞 334-C地区
　地区ガバナー L.佛井正夫

▲チャーターメンバーとチャーターナイト
　メンバーによるライオンズローア

▲スポンサークラブ会長祝辞
　静岡ライオンズクラブ会長
　L.小嶋善吉

記念式典記念式典記念式典
平成 27年 4月 11日㈯
17:00 ～ 17:45　沼津リバーサイドホテル 3 階 アルカディア
司会　幹事 L. 小原嘉弘

▲受付風景▶
◀会場風景▲

▲森会長による開会宣言
▲歓迎のことばを述べる
　後藤実行委員長

▲記念事業を発表する
　服部記念事業部会長

▲お礼のことばを述べる
　静岡県アイバンク
　堀田理事長

▲チャーターメンバー 
　L.鈴木善之助

▲チャーターナイトメンバー
　L.勧山弘（在籍55年）

▲在籍41年 
　L.土屋誠司

▲在籍39年
　L.横山業

▲在籍35年
　L.服部行眞

▲在籍34年
　L.足立吉松

▲ウェルカムコンサートでお客様を
　お出迎え

記念事業発表

クラブ表彰

▼記念事業目録贈呈

公益財団法人静岡県アイバンク理事長
堀田喜裕様

静岡県立沼津視覚特別支援学校校長
玉木千恵子様

沼津野球連盟学童部事業推進部長
白土吉彦様
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祝宴祝宴祝宴 18:00 ～ 20:00　沼津リバーサイドホテル 4 階 秀麗
司会　記念式典祝宴部会長 L. 井上孝喜

和気あいあい　―楽しい宴がライオンズの絆を深めてくれました

チェコ弦楽四重奏とフ
ルートの調べが宴の
華やかな雰囲気を盛
り上げてくれました。

▲開宴挨拶
　認証55周年副実行委員長
　L.村林照夫

▲姉妹クラブ代表挨拶
　倉敷ライオンズクラブ第46代会長
　L.上西孝道

▲乾杯の発声
　3R・1Zゾーンチェアパーソン
　L.竹村喜次

▲司会の大役をつとめた
　L.井上孝喜

ソイカカルテットコンサート
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エクスカーション
4月12日㈰

▲次郎長の船宿「末廣」にて ▲赤堀御夫妻 お似合いのツーショット ▲船宿にて 倉敷LCのみなさん ▲三保の松原参道にて

▲三保海岸にて ▲三保海岸にて全員で記念撮影 ▲日本平ホテルでの昼食 ▲日本平ホテルロビーより庭園を望む

▲久能山東照宮にて参拝 ▲久能山東照宮にて新茶で一服 ▲久能いちご狩り ▲倉敷LCのみなさんとお別れ

エクスカーション
4月12日㈰

倉敷ライオンズクラブとの交流倉敷ライオンズクラブとの交流
　祝宴終了後にリバーサイドホテル内で行われた二次会では、程よくまわったお酒に、両クラブメンバーの舌もいっ
そう滑らかとなって、本当の懇親はこれからとばかりにおおいに飲んで語り合いました。

　昨夜の興奮も醒めやらぬまま、二日酔いもなんのその、両クラブメンバーはエクス
カーションに出発。清水次郎長の船宿、三保の松原、日本平ホテル（昼食）、久能山東
照宮、久能いちご狩りなど楽しい1日を共にして交流を深めました。名残は尽きませ
んが、これにて散会。倉敷ライオンズクラブのみなさま、また逢う日まで……

倉敷ライオンズクラブとの交流


